
資料１　別添
第２回研究会資料１において本研究会で検討が必要と思われる事項とした要望事項
（※主な検討事項に該当している事項については、「該当」と記載している。）
18) 緊急時の字幕放送の実施を求める　「該当」
19) 「視聴覚障害者向け放送行政普及の指針」に手話放送の普及目標も追加し、将来的には義務化して欲しい（手話放送の普及目標検討に当たり、様々な番組の構成に応じて手話通訳を付ける方法、手話を使って話す場面を増やす方法、クローズドキャプション方法による手話放送等について検討して欲しい）　「該当」
20) 特に緊急・災害時には字幕放送と手話放送を義務化するよう早急に検討して欲しい
21) 平成29年以降に字幕放送、手話放送の義務化を実現するよう、検討して欲しい　「該当」
22) 字幕放送・手話放送にあたっては、技術やルールを標準化し、各局の字幕放送・手話放送に格差がでないように検討をお願いする
23) 放送と通信の融合の形態も対象にする　「該当」
24) 指針の普及目標とする対象時間及び番組の枠をはずし、すべての番組に100％字幕をつけるように目標設定を求める
25) テレビＣＭへの字幕付与についても普及目標を設定して欲しい　「該当」
26) 字幕放送の法的義務付けに関し、キー局の他、ローカル局も対象とする（ＩＰマルチキャスト放送、ＢＳ、ＣＳ、放送大学など目標と達成方法は異なってもよい。）　「該当」
27) 緊急時の字幕放送実施に向け、音声認識に代わる方式について各放送事業者で検討すべき
28) 解説放送とは番組のどこまで解説が入っているものとするのか区分・定義が明確でない
29) NHKや民放の区別なく目標設定をして欲しい
30) （緊急時放送において）アナウンサーの横に手話通訳者を立たせるようにして欲しい
31) 緊急字幕放送やニュースにおけるテロップを、副音声化等により、視覚障害者にもわかるように実施して欲しい（テレビの文字情報を音声化して欲しい）　「該当」
32) 外国語放送は、副音声等により翻訳音声を放送して欲しい　「該当」
33) データ放送については音声と点字の両方で対応できるようにする必要がある（実現の課題は何か）
34) 簡単リモコンに字幕ボタンのないものがあるので、是非字幕ボタンを付けて欲しい
35) 自治体に防災、減災、防犯の高齢者向けICTセミナーを実施していただけるようお願いする
以上

